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姫路 ものづくり支援セン ター 事例紹介  

衣川製鎖工業株式会社
兵庫県発明賞 &ひ ょうごものづ くり 大賞受賞
伝統の鎖製造技術を応用 し、 バイク盗難防止チェーン「かてーな！！」を開発、 平成22年度 に『兵庫県発明賞』と
『第3回 ひ ょうごものづ くり技術大賞』を W 受賞した衣川製鎖工業㈱。いずれも姫路商工会議所推薦で応募。

【会社概要】
〒672‐8039
姫路市飾磨区阿成渡場1111
TEL 079‐234‐1515

●1 会社敷地内の「鉄のふしぎ
博物館」にて説明をする衣
川社長

●2 「鉄のふしぎ博物館」
●3 かてーな!
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ディレクターより一言

応募のきっかけと対象の製品・技術についてお聞かせくださ
い。
　姫路ものづくり支援センター（以下ものセン）のデ ィ レク ターさん
からの声掛 けがきっかけです 。両賞とも自薦ではなく、推薦方式
でしたので、姫路商工会議所からの推薦で応募（申請）しまし
た。対象の製品・技術はバイク盗難防止チェーン「かてーな! 」
です 。弊社は元  々船舶用鎖等を製造す る会社ですが、その技
術を応用し て作り上げたのが「かてーな! 」です 。「かてーな! 」
を作るきっかけは愛車を盗まれた大型オー トバ イ愛好家グ ル ープ
から『切れない鎖を作ってほしい』との要望でした。従来の盗
難防止チェーンは油圧カッター等を使えば簡単に壊され てしまい
盗難の完全な防止策にはなりません。「切れない鎖」は無理だ
が、 「切るのに時間のかかる鎖」 なら泥棒もあきらめると考え、 弊
社の製鎖技術に新たな工夫を凝らしたチェーンを開発しました。
お客様のご要望に合わせた商品を種 開々発し、 現在までに８,０００
名を超える方 に々ご愛用いただいています 。
　ちなみに、「かてーな」という名前はチェーンを意味す るラテン
語（ｃａｔｅｎａ）からです 。しかし、皆さんから大阪弁の「かてーな
あ」か？ と聞かれる と、いつもそうですと答え ています 。

応募に際 し て、姫路ものづくり支援センターの支援はどう
だったで しょうか？
　最初に応募したのは兵庫県発明賞でした。「かてーな!」を
御存じだったデ ィ レクターさんが声をかけてくれました。申請書案
を作成し、デ ィ レクターさんにチェックし てもらいました。何度かの
手直しの後、商工会議所から申請（応募）し ていただきました。

　発明賞受賞をきっかけに「ひ ょう ごものづ くり技術大賞」の「伝
統技術の応用分野」に応募し てはどうかということになりました。 
鎖は、 国産鎖の７０％以上が姫路で造られ ており、 「伝統技術の
応用分野」という募集要項 にマッチし ているのではないかと。申
請書作成は発明賞の時のベー スがあったので発明賞の時に比
べると割とスムー ズに進みました。 もちろん、 仕上げるまでには何
度もデ ィ レクターさんにチェックし てもらいました。

受賞の効果等 はどうだったで しょうか？
　発明賞申請準備を進めていた当時（Ｈ２１年秋）、既に発売か
ら８年になる「かてーな! 」はバイク愛好家の間では信頼され て
いました。私は泥棒には負けないという自信がありましたが、２つ
の賞をいただいたことで、特許取得の製造技術が公に認めら
れ、信頼度も高まったと思っています 。　

姫路商工会議所や姫路ものづくり支援センター利用につい
て、読者 に ア ドバ イス等あれば…。
　自社技術で特許を取得し商売に結び付いているものがあれ
ば、発明賞等 にチャ レンジし てみるのもいいのではないでしょう
か？ 取り敢え ず、デ ィ レクターさんに相談し てみたら…。

最後 に「ものづくり」への思いや御社のこと等をもう少 しお聞
かせください。
　私共のようなものづくり企業の存在意義は社会に役立つかどう
かです 。バイク盗難防止チェーン『かてーな! 』の例で言えば、
鎖造りの経験や金属に関す る知識やノウハウが十分に生きて、
大切な愛車を守る、『泥棒には負けない』商品が生まれました。
　社会に必要とされる商品を今後も開発し提供し ていきますの
で、皆様のご要望をお知らせください。
　それから、弊社では「鉄のふしぎ博物館」を併設し ています 。
『石は磁石くっつく』という常識破りの現実を見たり、色 、々面白い
体験ができます 。是非、子供さんと見学 に来てください。

兵庫県発明賞は例年１０月には
募集が始まります。また、他
にも色々な顕彰（表彰）制度
や補助金の制度がありますの
で、チャレンジ（応募（申請））
をしたいという企業様は是非
一度声をかけていただければ
と思います。

左：毛利 信幸　右：尾嶋 秀己

＊平成２２年度は本例を含め２件、平成２４年度は１件が当所の
推薦で兵庫県発明賞を受賞されています。
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